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令 和 ３ 年 ( 2 0 2 1 年 ) ７ 月 ９ 日 

 
各地域まちづくり協議会会長 様 
各区長 様 

 
湖南市長 生 田  邦 夫 

 
 

湖南市総合防災訓練の実施について（依頼） 
 
 

平素は、市防災行政に格別のご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 
さて、湖南市では、今後発生が予想される大規模災害に備え、平成26年度から総合防災訓練を

実施し、各区・地域まちづくり協議会、関係機関等と連携した訓練を通して、課題の抽出や災害

対応の改善を進めているところです。 
４月にも周知しておりますとおり、令和３年度湖南市総合防災訓練については下記のとおり実

施します。今回の訓練で想定する規模の災害が発生した場合、地域住民による避難誘導、避難所

の開設・運営等の共助が何よりも重要になります。訓練実施の際には、関係団体、機関相互の連

携をこれまで以上に図っていただきますようお願いします。 
つきましては、訓練参加の有無等および訓練の結果等について、別紙により各期限までに危機

管理・防災課へ報告いただきますようお願いします。 
 

記 
  

１ 日  時 令和３年 10 月３日（日） 午前８時～正午 
※午前８時に防災行政無線からサイレンが鳴ります。 

２ 場  所 市役所東西庁舎、各まちづくりセンター、市内小中学校、各地域等 
３ 実施内容 別添実施概要（案）のとおり 
４ 提出期限 (1) 参加計画書（別紙１） 

 令和３年８月20日（金）午後５時 
(2) 結果報告書（別紙２） 
 令和３年10月８日（金）午後５時 

 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 
 湖南市危機管理局危機管理・防災課 
  担当 福山・長井 
  T E L：0748-71-2311 
  F A X：0748-72-2000 
  Mail：kikikanri@city.shiga-konan.lg.jp 

資料１ 
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令和３年度湖南市総合防災訓練実施概要（案） 

 
１ 目 的 

新型コロナウイルス感染症脅威下における地震災害を想定し、市職員を対象にして、地震

発生後の職員参集訓練、市災害対策本部の設置・運営訓練および各部局の対応訓練を行う。 
また、地域住民を対象にして、地震が発生した場合における一時避難場所への避難訓練等

を実施して、市と地域との連携およびそれぞれの災害対応力の充実ならびに防災意識の高揚

を図る。 
 

２ 実施日時 

令和３年10月３日（日）午前８時から午後０時15分まで 
 
３ 実施場所 

市役所東・西庁舎、各まちづくりセンター、石部防災センター、市民学習交流センター、

湖南市総合体育館、各出先機関、市内各地域 
 

４ 主 催 

湖南市 
 
５ 訓練参加機関、団体等、参加者 

（１）地域：各区（ふるさと防災チーム（防災士）等）、各地域まちづくり協議会 
（２）防災関係機関：陸上自衛隊、甲賀警察署、甲賀土木事務所、湖南中央消防署、湖南市消

防団 
（３）市職員（新型コロナウイルスワクチン接種に従事する職員を除く） 

 
６ 訓練想定（地震災害を想定） 

新型コロナウイルス感染症の脅威が継続するなか、10月３日（日）H時、突如地面を突き

上げるような大きな地震が発生し、市では震度６強が観測された。本市では、地域防災計画

に基づき、全職員が自主参集するとともに、災害対策本部を設置することを決定。本部長は、

被害状況の拡大を予期し、各まちづくりセンター、石部防災センターおよび市民学習交流セ

ンターに地区連絡所を開設するとともに、指定避難所（小学校）の開設を決心し、関係部署

に指示を行った。 
職員は、参集途上での被災状況等の情報を収集・報告するとともに、各職場に到着後、施

設の安全点検を実施した。施設点検の結果、東・西庁舎については被害が出ており、使用は

不可能と判断された。 
市内の被害状況については、発災直後の混乱もあり十分な情報がなく、全体の被害状況は

現時点では把握できていないが、大きな被害が発生していると予想される。 
本部長は、災害対策本部を設置することとし、情報の収集・伝達、避難所設置や住民避難
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支援等の初動体制に移行した。 
湖南中央消防署、湖南市消防団各分団は、消防署および各消防車庫（詰所）へ集結し、消

火活動や住民の救助にあたっている。また、甲賀土木事務所、甲賀警察署は、市と連携し被

害情報の収集にあたった。 
 
 
 
 
 
 
７ 主要訓練項目 
（１）職員参集訓練 
（２）情報伝達訓練 
（３）災害対策本部設置・運営訓練 
（４）地区連絡所設置訓練 
（５）各部局対応訓練 
（６）各区、地域まちづくり協議会の計画する訓練 
 
８ 安全管理 

訓練については、安全に十分配慮して事故のないように努め、事故が発生した場合は、安

全上の措置、負傷者の救護等必要な措置をとり、危機管理局へ報告すること。 

 

９ 訓練中止等の決定 

当日、湖南市に大雨洪水警報等が発表され、警戒体制が継続している状況において、訓練

実施に支障があると判断した場合は、訓練内容の一部修正または中止を決定する。 

 

10 その他 

訓練終了式（※ 市職員のみ参加） 
（１）日時 

令和３年 10 月３日（日）正午～午後０時 15 分 
（２）場所 

   市役所東庁舎南側駐車場（部局ごとに集合） 

※参考【南海トラフを震源とする地震（M9.0）の被害想定によると、この地震による最大被害想定

は、家屋の全壊が254棟、半壊が2,151棟、死者数が、夏正午では0名、冬夕方で８名、冬深

夜で10名、負傷者数が夏正午で109名、冬夕方で132名、冬深夜で291名であり、発災直後

の停電が32,878件、上水道の断水人口が29,417人、この他、火災や土砂崩れ、道路、橋梁

の破損等の被害が発生するとされている。 





（別紙１） 

令和３年度湖南市総合防災訓練参加計画書 

 

令和３年  月  日 

湖南市危機管理・防災課 宛 

団体名              

代表者名             

 

令和３年 10 月３日実施の湖南市総合防災訓練の参加計画について、下記のとおり報告し

ます。 

 

記 

 

１．参加の有無    参加 ・ 不参加 

（不参加の理由：                         ） 

２．参加人数（予定）         名 

うち避難行動要配慮者 高齢者     名  障がい者     名 

           子ども     名  外国人      名 

           その他（        ）       名 

３．訓練項目（参加の場合） 

(1) 想定する災害 （ 地震 ・ 風水害 ） 

(2) 地域まちづくり協議会、区単独の訓練 

□住民避難訓練 

□区避難場所（一時避難場所）、避難所開設訓練 

□市への情報伝達訓練 

□炊き出し訓練 

□地域まち歩き（リアル DIG） 

□その他訓練（                          ） 

(3) 地域まちづくり協議会と区の連携訓練 

□指定避難所（小学校・中学校）への避難訓練 

□その他訓練（                          ） 

※ 該当箇所に✔をしてください。 

※ その他訓練を実施される場合は訓練の内容を記入してください。 

 

報告期限 令和３年８月 20 日（金）午後５時まで 

ＦＡＸ  0748-72-2000           

e-mail  kikikanri@city.shiga-konan.lg.jp 

 





令和３年度湖南市総合防災訓練結果報告書 
 

令和３年  月  日 
 
湖南市危機管理・防災課 宛 

 
団体名              
代表者名             

 
令和３年 10 月３日実施の湖南市総合防災訓練の結果について、下記のとおり報告

します。 
 
記 

 
１．参加人数              名 

うち避難行動要配慮者 高齢者     名  障がい者     名 

           子ども     名  外国人      名 

           その他（        ）       名 

 
２．実施した訓練項目 

(1) 想定した災害（ 地震 ・ 風水害 ） 
(2) 地域まちづくり協議会、区単独の訓練 
□住民避難訓練 

□区避難場所（一時避難場所）、避難所開設訓練 

□市への情報伝達訓練 

□炊き出し訓練 

□地域まち歩き（リアル DIG） 

□その他訓練（                          ） 

 (3) 地域まちづくり協議会と区の連携訓練 
□指定避難所（小学校・中学校）への避難訓練 

□その他訓練（                          ） 

 
※ 該当箇所に✔をしてください。 
※ その他訓練を実施された場合は訓練の内容を記入してください。 

 
３．訓練についての意見、課題等 

 

報告期限 令和３年 10 月８日（金）午後５時まで 

ＦＡＸ  0748-72-2000 

e-mail  kikikanri@city.shiga-konan.lg.jp 

（別紙２） 


